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本
年
七
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
（
以
下
「
第
七
波
」
と
い
う
。
）
が
よ
う
や
く
収
束
し
た
。

第
七
波
に
お
い
て
は
、
一
日
の
感
染
者
数
及
び
死
亡
者
数
が
こ
れ
ま
で
最
も
多
か
っ
た
本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
（
以
下
「
第
六
波
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
一
日
の
感
染
者
数
及
び
死
亡
者
数
を
超
え
て
過

去
最
高
を
記
録
し
、
総
務
省
消
防
庁
に
よ
れ
ば
、
救
急
搬
送
困
難
事
案
も
過
去
最
高
の
件
数
を
記
録
し
た
と
さ
れ
る
。 

 

こ
の
第
七
波
に
お
け
る
医
療
機
関
や
保
健
所
の
業
務
ひ
っ
迫
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
感
染
症
法
上
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
関
す
る
医
師
に
よ
る
届
出
義
務
の
在
り
方
を
見
直
し
、
感
染
症
法
上
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
付
け
を
含
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
全
般
に
つ
い
て
、
第
七
波
収
束
後
に
見
直
し
に
着
手
す
る
と
承

知
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
政
府
は
、
本
年
九
月
二
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
に
お
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
た
次
の
感
染
症
危
機
に
備
え
る
た
め
の
対
応
の
具
体
策
」
を
決
定
し
、
更
に
内
容
等

の
詳
細
を
検
討
し
、
法
律
案
を
順
次
国
会
に
提
出
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
状
況
を
前
提
に
、
日
本
国
内
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
確
認
か
ら
約
二
年
以
上
を
経
て
、
今
後
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も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
生
ず
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
現
状
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
政
府
の
評
価
と
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
在
り
方
に
係
る
岸
田
内
閣
の
認
識
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。 

一 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
流
行
の
初
期
に
当
た
る
令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
、
当
時
の
安
倍
内
閣
総
理
大
臣

は
、
全
国
す
べ
て
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
等
に
対
し
て
臨
時
休
業
を
行
う
よ
う
要
請
（
以
下

「
全
国
一
斉
休
校
要
請
」
と
い
う
。
）
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
全
国
一
斉
休
校
要
請
時
を
上
回
る
感
染
拡
大
の
際
に
同

様
の
措
置
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
。
安
倍
内
閣
が
実
施
し
た
令
和
二
年
の
全
国
一
斉
休
校
要
請
は
、
我
が
国
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
防
止
に
効
果
が
あ
っ
た
と
岸
田
内
閣
は
評
価
し
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
す
る
。 

二 

第
七
波
に
お
い
て
は
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
が
行
わ
れ
た
令
和
二
年
当
時
と
比
較
し
て
は
る
か
に
多
く
の
学
校
、
保
育
所

等
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
。
第
七
波
に
お
い
て
、
全
国
一
斉
休
校
要
請
と
同
様
の
措
置
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

理
由
に
つ
い
て
、
お
伺
い
す
る
。
ま
た
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
お
い
て
全
国
一
斉
休
校
要

請
と
同
様
の
措
置
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。 

三 

第
六
波
に
お
い
て
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
実
施
さ
れ
た
が
、
第
七
波
に
お
い
て
は
「
新
た
な
行
動
制
限
を
行
う
の
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で
は
な
く
社
会
経
済
活
動
を
で
き
る
限
り
維
持
」
す
る
と
い
う
政
府
の
方
針
の
も
と
、
緊
急
事
態
宣
言
及
び
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
過
去
、
都
道
府
県
知
事
が
要
請
し
な
い
と
表
明
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
重
点
措
置
区
域
に
追
加
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
行
わ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
第
七
波
で
は
一
日

の
感
染
者
数
及
び
死
亡
者
数
が
過
去
最
多
と
な
り
、
多
く
の
都
道
府
県
に
お
い
て
医
療
提
供
体
制
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ

た
。
仮
に
都
道
府
県
か
ら
の
要
請
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
緊
急
事
態
宣
言
又
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
行
う
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
過
去
の
感
染
拡
大
と
異
な
り
、
第
七
波
で
は
緊
急
事
態
宣
言
又
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
お
伺
い
す
る
。 

四 

第
七
波
の
最
中
で
あ
る
本
年
七
月
二
十
八
日
に
自
宅
療
養
中
の
末
期
が
ん
の
高
齢
患
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
、
訪
問
診
療
を
行
う
医
師
が
救
急
搬
送
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
搬
送
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
自
宅
療
養
継
続
と

せ
ざ
る
を
得
ず
、
翌
日
患
者
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
は
、
東
京
消
防
庁
管
轄
の
も
の
で
あ
っ
た
。

東
京
消
防
庁
の
「
救
急
活
動
の
現
況
令
和
二
年
（
二
○
二
○
年
）
」
で
は
、
「
出
場
件
数
の
う
ち
十
三
・
六
％
が
不
搬
送
で

あ
り
、
そ
の
内
「
搬
送
辞
退
・
拒
否
」
が
六
十
五
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
、
東
京
消
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防
庁
の
「
救
急
活
動
統
計
」
の
「
不
搬
送
件
数
」
に
お
い
て
「
搬
送
辞
退
・
拒
否
」
と
扱
わ
れ
る
と
い
う
理
解
で
良
い
か
。

ま
た
、
総
務
省
消
防
庁
が
公
表
し
て
い
る
「
各
消
防
本
部
か
ら
の
救
急
搬
送
困
難
事
案
に
係
る
状
況
調
査
」
は
、
「
こ
れ
ら

の
う
ち
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送
が
で
き
な
か
っ
た
事
案
は
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。
医
療
機
関
が
ひ
っ
迫
し
て
空
き
病
床
が

な
く
、
救
急
搬
送
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
医
師
や
保
健
所
が
や
む
を
得
ず
救
急
搬
送
を
断
念
し
た
事
例
と
症
状
が
軽
い
等

で
本
人
や
家
族
が
救
急
搬
送
を
辞
退
し
た
事
例
と
を
同
じ
「
搬
送
辞
退
・
拒
否
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た
の
で
は
、
受
入
先
が

な
い
こ
と
に
よ
り
、
救
急
搬
送
が
で
き
な
か
っ
た
事
例
が
ど
の
程
度
生
じ
て
い
る
の
か
の
解
釈
に
誤
り
を
生
じ
る
よ
う
に
思

え
る
。
救
急
搬
送
の
依
頼
の
対
象
と
な
っ
た
患
者
に
つ
い
て
受
入
先
が
無
い
た
め
に
不
搬
送
と
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る

統
計
の
区
分
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
お
伺
い
す
る
。 

五 

昨
年
の
「
次
の
感
染
拡
大
に
向
け
た
安
心
確
保
の
た
め
の
取
組
の
全
体
像
」
（
令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）
で
は
、
「
感
染
力
が
二
倍
と
な
っ
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
」
「
今
夏
と
比
べ
て
約

三
割
増
（
約
一
万
人
増
）
の
約
三
・
七
万
人
が
入
院
で
き
る
体
制
を
十
一
月
末
ま
で
に
構
築
」
と
し
て
い
た
が
、
第
六
波
で

は
医
療
提
供
体
制
は
ひ
っ
迫
し
た
。
さ
ら
に
、
第
七
波
で
は
、
医
療
従
事
者
等
に
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
が
多
く
発
生
し
た

た
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
病
床
は
空
い
て
い
る
も
の
の
医
療
が
で
き
な
い
状
態
が
数
多
く
発
生
し
、
確
保
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病
床
使
用
率
が
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
医
療
提
供
体
制
の
ひ
っ
迫
に
よ
る
一
般
医

療
や
救
急
医
療
へ
の
し
わ
寄
せ
も
過
去
最
大
で
、
一
般
医
療
や
救
急
医
療
も
ひ
っ
迫
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
扱
い
を
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
と
し
、
全
て
の
医
療
機
関
で
対
応
す
べ
き
と
の
指
摘
（
い
わ
ゆ

る
「
二
類
五
類
問
題
」
）
も
あ
る
が
、
仮
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
「
五
類
相
当
」
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
対
応
に
手

を
挙
げ
る
医
療
機
関
は
少
な
く
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
は
な
ら
な
い
と
の
意
見
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
お
い
て
医
療
ひ
っ
迫
を
防
止
す
る
に
は
、
大
幅
な
医
療
提
供
体
制
の

拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
政
府
は
、
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
政
策
の
考
え
方
」
（
令
和
四
年
九
月
八
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）
に
お
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
措
置
に

つ
い
て
、
高
齢
者
・
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
者
へ
の
保
健
医
療
の
重
点
化
と
患
者
の
療
養
期
間
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
新
た
な
段
階
に
移
行
す
る
。
」
「
保
健
医
療
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
約
五
万
の
病
床
・
ベ

ッ
ド
数
の
全
面
的
稼
働
、
発
熱
外
来
の
拡
充
（
約
四
万
か
所
）
と
い
っ
た
対
応
能
力
の
大
幅
な
拡
充
、
入
院
対
象
者
の
適
切

な
調
整
等
に
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
取
組
の
実
施
に
よ
り
、
第
七
波
の
何
倍
の
感
染
者
数
や
入
院
患
者
数
に
対
応

で
き
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
お
伺
い
す
る
。 
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六 

本
年
三
月
二
十
八
日
に
国
立
感
染
症
研
究
所
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

２
）
の
感
染
経
路
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
熱
中
症
予
防
等
の
た
め
、
屋
外
で

は
一
定
の
場
合
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
必
要
が
な
い
と
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
「
曲
解
」
し
て
、
「
マ
ス
ク
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
」
「
（
屋
内
外
を
問
わ
ず
）
マ

ス
ク
着
用
は
不
要
で
あ
る
」
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
政
府
と
し
て
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
い
う
「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
」

は
、
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
場
合
で
も
全
く
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
お
伺
い
す
る
。 

七 

本
年
七
月
三
十
日
に
米
国
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
で
再
び
陽
性
に
な
っ
た
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
主
治
医
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
飲
み
薬
「
パ
ク
ス
ロ
ビ
ド
」
を
服
用
す
る

と
、
ま
れ
に
再
び
陽
性
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
説
明
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
薬
事
承
認
さ
れ
て
い

る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
「
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
・
リ
ト
ナ
ビ
ル
」
に
は
、
報
道
に
あ
る
よ
う
な
再
陽
性
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
再
陽
性
と
な
る
理
由
に
つ
い
て
、
承
知
し
て
い
る
か
、
お
伺
い
す
る
。 

八 

本
年
六
月
二
十
一
日
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
過
去
の
感
染
症
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
国
内
で
感
染
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拡
大
す
る
七
年
前
の
二
○
一
三
年
か
ら
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
と
は
別
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
」
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
名
前
は
、
「
症
例
情
報
迅
速
集
積
シ
ス
テ
ム
＝
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
で
あ
り
、
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
ど
の

情
報
が
必
要
か
に
つ
い
て
自
治
体
な
ど
と
議
論
を
重
ね
、
患
者
の
年
齢
、
性
別
や
発
症
日
、
症
状
な
ど
最
小
限
の
十
八
項
目

に
絞
っ
て
」
お
り
、
「
情
報
は
各
自
治
体
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
閲
覧
で
き
、
情
報
共
有
に
必
要
な
業
務
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
」
「
研
究
班
で
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
実
際
に
運
用
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生

を
想
定
し
た
演
習
を
、
毎
年
、
複
数
の
自
治
体
と
行
っ
て
き
た
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
症
例
情
報
迅
速
集
積
シ
ス

テ
ム
」
（
以
下
「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
報
道
で
は
「
国
の
研
究
班
」
が
開
発
し
て
い
た
と
す
る
が
、
Ｆ
Ｆ

Ｈ
Ｓ
の
開
発
者
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
用
い
て
二
〇
一
三
年
か
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生
を
想

定
し
た
演
習
を
毎
年
、
複
数
の
自
治
体
と
行
っ
て
き
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
演
習
に
つ
い
て
、
政
府
は
承
知
し
て

い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


